
2006年出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
西
宮
市
高
松
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
～

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
畑
町
遺
跡
第
五
次
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
永ヽ
島
暉
臣
慎

・
西
村
匡
広

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
～
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
畑
町
遺
跡
は
、
武
庫
川
右
岸
の
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
今

回
の
調
査
は
、
阪
急
電
鉄
西
宮
北
回
駅
の
南
東
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
位
置
す
る
阪
急
西

宮
ス
タ
ジ
ア
ム
跡
地
の
再
開
発

事
業
に
伴

っ
て
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
前

期
初
頭
及
び
中
期
の
集
落
と
生

産
域
、
奈
良
時
代
の
井
戸
、
平

安
時
代
の
井
戸
、
鎌
倉
時
代
か

ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
集
落

と
条
里
型
水
田
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
奈
良
時
代
の
井
戸
四

一
七
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
井
戸
四

一
七
は
、

一
辺
三

・
五
ｍ
の
掘
形
内
に
、
内
法
が

一
・
二
ｍ
を
測
る
相
欠
き
仕
口
組
型
の

大
型
方
形
井
戸
粋
を
有
す
る
。
井
戸
枠
上
部
は
抜
き
取
ら
れ
て
お
り
、
幅
○

・

〇
七
～
○

・
二
〇
ｍ
の
板
が
四
段
分
遺
存
し
て
い
た
。
井
戸
枠
上
面
か
ら
丼
戸

底
ま
で
の
深
さ
は
○

・
六
ｍ
を
計
測
す
る
。
井
戸
の
埋
土
は
、
井
戸
枠
検
出
面

ま
で
は
こ
ぶ
し
大
の
礫
を
包
含
す
る
砂
礫
層
で
、
井
戸
枠
上
面
か
ら
○

・
五
ｍ

ま
で
は
落
下
し
た
木
材
や
木
暦
を
包
含
す
る
有
機
質
層
で
あ
る
。
木
簡
は
、
そ

の
下
の
有
機
物
を
含
む
砂
質
シ
ル
ト
層
か
ら
出
土
し
た
。
同
層
か
ら
は
、
ほ
か

に
和
同
開
弥

一
点
、
斎
串
三
点
、
須
恵
器
杯

一
点
、
土
師
器
杯

一
点
な
ど
が
出

土
し
て
い
る
。
共
伴
し
た
須
恵
器
杯

・
土
師
器
杯
は
、
平
城
宮
Ⅲ
の
上
器

（七

三
〇
～
七
五
〇
）
に
相
当
し
、
井
戸
の
年
代
も
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
木
簡
が
出
上
し
た
奈
良
時
代
の
井
戸
と
共
存
す
る
時
期
の
遺
構
は
検
出
し

て
い
な
い
。

な
お
、
今
回
の
調
査
地
の
南
側
で
実
施
さ
れ
た
第
二
次
調
査
に
お
い
て
、
墨

書
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。
器
種
は
杯
蓋
と
考
え
ら
れ
、
墨
痕
が
そ
の
外
面
に

認
め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い

（兵
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報
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柾
目
材
。
上
端
は
切
断
に
よ
る
整
形
で
、
切
り
込
み
は
な
い
。
左
右
両
辺
は

削
り
整
形
で
あ
る
。
下
端
は
右
部
が
折
損
す
る
が
左
部
は
残
存
し
て
お
り
、
原

型
は
〇
五

一
型
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
に

「国
」
「郡
」
と
思
し
き

文
字
を
確
認
で
き
、
裏
面
は
郷
名
十
人
名
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
郷
制
下
の

荷
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
国
郡
名
の
釈
読
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
該

当
す
る
郷
名
も
特
定
で
き
な
い
。

な
お
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
の
方
々
の
ご

荻
示
を
得
た
。

（永
島
暉
臣
慎

。
西
村
匡
広
）
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第
乗

号

巻
頭
言
―

『全
国
木
簡
出
土
遺
跡

，
報
告
書
綜
覧
』
刊
行
に
寄
せ
て
―
　
小
林
昌
二

二
〇
〇
三
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出
上
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要
　
平
城
京
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津
田
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跡
　
北
村
廃
寺
　
有
岡

城
跡

・
伊
丹
郷
町
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
対
中
遺
跡
　
入
佐
川
遺
跡
　
清

洲
城
下
町
遺
跡
　
大
毛
沖
遺
跡
　
土
橋
遺
跡
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　

永ヽ
福
寺

跡
　
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
　
水
戸
藩
徳
川
家
小
石
川
屋
敷
跡

（春
日
町
遺
跡
第
Ⅶ
地

点
）

旗
本
岩
瀬
家
屋
敷
跡

（新
諏
訪
町
遺
跡
）

竜
泉
寺
町
遺
跡
　
台
東
区

配
６８
遺
跡
　
馬
場
下
町
遣
跡
　
一死
町
二
丁
目
遺
跡
　
神
明
遺
跡
　
北
島
遣
跡

（第

一
九
地
点
）
　

松
本
城
下
町
跡
六
九
　
松
本
城
下
町
跡
宮
村
町
　
樺
崎
寺
跡
　
荒

田
目
条
里
制
遺
構
　
門
田
条
里
制
跡
　
東
高
久
遺
跡
　
荒
井
猫
田
遺
跡
　
河
股
城

跡
　
仙
台
城
跡

（
二
の
丸
地
区
）
　

竹
ノ
内
遺
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
長
徳
寺
前
遺

跡
　
古
志
田
東
遺
跡
　
大
在
家
遺
跡
　
山
形
城
跡
　
新
谷
地
遺
跡
　
龍
門
寺
茶
畑

遺
跡
　
観
音
堂
遺
跡
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田
盆

と
還
跡
　
津
軽
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跡

・
弘
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跡
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町

一
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目
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町
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跡
　
桜
町
遺
跡
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
　
井
口
城
跡
　
小
杉

流
通
業
務
団
地
鴫
２０
遺
跡
　
中
名
Ⅵ
遺
跡
　
任
海
宮
田
遺
跡
　
願
海
寺
城
跡
　
水

橋
金
広

・
中
馬
場
遺
跡
　
小
出
城
跡
　
下
前
川
原
遺
跡
　
道
端
遺
跡
　
青
田
遺
跡

米
子
城
跡
２‐
遺
跡
　
米
子
城
跡
　
才
ノ
峠
遺
跡
　
青
木
追
跡
　
鹿
田
遺
跡
　
尾
道

遺
跡

（
Ｋ
Ｇ
〇
七
地
点
）

周
防
国
府
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
長
門
国
府
跡

（宮

の
内
地
区
）

徳
島
城
下
町
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
敷
地
遺
跡
　
一局
松
城
跡
⑪

（東

ノ
丸
地
区
）

高
松
城
跡
②

（丸
ノ
内
地
区
）

一島
松
城
跡
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（松
平
大
膳
家
中

屋
敷
跡
）
　

雨
窪
遺
跡
群
　
小
倉
城
跡
　
在
自
西
ノ
後
遺
跡
　
牟
田
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遺
跡
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粕
町
遺
跡

（長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
跡
）
　

北
島
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遺
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一
九
七
七
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以
前
出
土
の
木
簡

（
二
六
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平
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跡
　
払
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釈
文
の
訂
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追
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（七
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山
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五

。
一
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・
一
三
号
）
　

宮
内
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遺
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（第
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一
号
）

弥
勒
寺
西
遺
跡

（第
二
五
号
）
　

安
芸
国
分
寺
跡

（第
二
四
号
）

中
央
ア
ジ
ア
出
上
の
チ
ベ
ッ
ト
語
木
簡
―
そ
の
特
徴
と
再
利
用
―
舘
野
和
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・
武
内
紹
人

木
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記
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れ
た
暦
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榊
遺
跡
出
土
具
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木
簡
を
め
ぐ

っ
て
―
　
　
　
竹
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文
字
の
形
と
語
の
識
別
―
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」
の
二
つ
の
字
形
―
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簡
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